
(57)【要約】

【課題】ユーザーへの出荷後に、経時変化により液晶表

示装置に不良が発生するのを防止する。

【解決手段】最大定格値を８Ｖとすると、ビデオ電圧Ｖ

ｓｉｇと補助容量電圧Ｖｓｃの差の絶対値が８Ｖより大

きく、２０Ｖより小さくなるように設定する。

　即ち、８Ｖ＜|Ｖｓｉｇ－Ｖｓｃ|＜２０Ｖという関係

が成り立つようにビデオ電圧Ｖｓｉｇ及び補助容量電圧

Ｖｓｃを印加する。これにより、絶縁耐圧の低い箇所の

ゲート絶縁膜１３や層間絶縁膜１５はブレークダウンす

る。その後、|Ｖｓｉｇ－Ｖｓｃ|＜８Ｖの条件、例えば

、|Ｖｓｉｇ－Ｖｓｃ|＝５Ｖの条件でビデオ電圧Ｖｓｉ

ｇ及び補助容量電圧Ｖｓｃを印加して液晶表示装置を駆

動し、その表示検査を行う。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ビ デ オ 電 圧 が 印 加 さ れ る ド レ イ ン ラ イ ン と 、 こ の ド レ イ ン ラ イ ン と 交 差 し て 配 置 さ れ 、 ゲ
ー ト 電 圧 が 印 加 さ れ る ゲ ー ト ラ イ ン と 、 ド レ イ ン に 前 記 ド レ イ ン ラ イ ン が 接 続 さ れ 、 ゲ ー
ト に 前 記 ゲ ー ト ラ イ ン が 接 続 さ れ 、 前 記 ゲ ー ト 電 圧 に 応 じ て ス イ ッ チ ン グ し 、 前 記 ド レ イ
ン ラ イ ン か ら の ビ デ オ 電 圧 を 液 晶 に 印 加 す る ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ と 、 前 記 ド レ イ ン
ラ イ ン と 絶 縁 膜 を 介 し て 交 差 し て 配 置 さ れ 、 補 助 容 量 電 圧 が 供 給 さ れ た 補 助 容 量 ラ イ ン と
、 前 記 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ の ソ ー ス と 前 記 補 助 容 量 ラ イ ン の 間 に 接 続 さ れ た 補 助 容
量 と 、 を 備 え る 液 晶 表 示 装 置 の 検 査 方 法 に お い て 、
　 前 記 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ を オ ン さ せ る 前 記 ゲ ー ト 電 圧 を 印 加 し た 状 態 で 、 前 記 ビ
デ オ 電 圧 と 前 記 補 助 容 量 電 圧 の 差 の 絶 対 値 が 、 そ の 最 大 定 格 値 よ り 高 く な る 条 件 で 前 記 ビ
デ オ 電 圧 及 び 前 記 補 助 容 量 電 圧 を 印 加 し 、 そ の 後 、 前 記 絶 対 値 が そ の 最 大 定 格 値 よ り 低 く
な る 条 件 で 前 記 ビ デ オ 電 圧 及 び 前 記 補 助 容 量 電 圧 を 印 加 し 、 表 示 検 査 を 行 う こ と を 特 徴 と
す る 液 晶 表 示 装 置 の 検 査 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ビ デ オ 電 圧 と 前 記 補 助 容 量 電 圧 の 差 の 絶 対 値 が ８ Ｖ よ り 大 き く 、 ２ ０ Ｖ よ り 小 さ い こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 検 査 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
ビ デ オ 電 圧 が 印 加 さ れ る ド レ イ ン ラ イ ン と 、 こ の ド レ イ ン ラ イ ン と 交 差 し て 配 置 さ れ 、 ゲ
ー ト 電 圧 が 印 加 さ れ る ゲ ー ト ラ イ ン と 、 ド レ イ ン に 前 記 ド レ イ ン ラ イ ン が 接 続 さ れ 、 ゲ ー
ト に 前 記 ゲ ー ト ラ イ ン が 接 続 さ れ 、 前 記 ゲ ー ト 電 圧 に 応 じ て ス イ ッ チ ン グ し 、 前 記 ド レ イ
ン ラ イ ン か ら の ビ デ オ 電 圧 を 液 晶 に 印 加 す る ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ と 、 を 備 え る 液 晶
表 示 装 置 の 検 査 方 法 に お い て 、
　 前 記 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ を オ ン さ せ る 前 記 ゲ ー ト 電 圧 を 印 加 し た 状 態 で 、 前 記 ゲ
ー ト 電 圧 と 前 記 ビ デ オ 電 圧 の 差 の 絶 対 値 が 、 そ の 最 大 定 格 値 よ り 高 く な る 条 件 で 前 記 ゲ ー
ト 電 圧 及 び ビ デ オ 電 圧 を 印 加 し 、 そ の 後 、 そ の 絶 対 値 が そ の 最 大 定 格 値 よ り 低 く な る 条 件
で 前 記 ビ デ オ 電 圧 及 び 前 記 補 助 容 量 電 圧 を 印 加 し 、 表 示 検 査 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 液 晶
表 示 装 置 の 検 査 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ゲ ー ト 電 圧 と 前 記 ビ デ オ 電 圧 と 差 の 絶 対 値 が １ ０ Ｖ よ り 大 き く 、 ２ ０ Ｖ よ り 小 さ い こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 検 査 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 ゲ ー ト 電 圧 が ２ ０ Ｖ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 検
査 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ユ ー ザ ー へ の 出 荷 前 に 行 わ れ る 液 晶 表 示 装 置 の 検 査 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 工 程 に お い て 、 ユ ー ザ ー へ 出 荷 す る 前 に 液 晶 表 示 装 置 に 駆 動
電 圧 を 印 加 し て 液 晶 表 示 を 行 い 、 そ の 良 否 判 定 を 行 う 出 荷 前 検 査 が 行 わ れ て い る 。 液 晶 表
示 装 置 の 配 線 や Ｔ Ｆ Ｔ に シ ョ ー ト や 断 線 な ど の 恒 久 的 な 欠 陥 が あ る 場 合 に は 、 表 示 不 良 や
動 作 不 良 が 現 れ る た め 不 良 品 と 判 定 さ れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － １ ８ ６ ２ ５ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ １ － ２ ４ ５ ９ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 液 晶 表 示 装 置 の 配 線 間 の 絶 縁 膜 に 異 物 が 混 入 す る な ど し て 、 局 所 的 に 耐
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圧 が 低 い 箇 所 が 存 在 す る 場 合 、 出 荷 前 検 査 時 に は 良 品 と し て 判 定 さ れ る 場 合 が あ る 。 そ の
よ う な 液 晶 表 示 装 置 が ユ ー ザ ー に 出 荷 さ れ 、 実 使 用 に よ る 駆 動 電 圧 印 加 が 繰 り 返 さ れ る と
、 絶 縁 膜 の 経 時 変 化 に よ り 配 線 間 に リ ー ク や シ ョ ー ト が 生 じ て 点 欠 陥 な ど の 表 示 不 良 を 招
く お そ れ が あ っ た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 の 検 査 方 法 は 、 ビ デ オ 電 圧 が 印 加 さ れ る ド レ イ ン ラ イ ン
と 、 こ の ド レ イ ン ラ イ ン と 交 差 し て 配 置 さ れ 、 ゲ ー ト 電 圧 が 印 加 さ れ る ゲ ー ト ラ イ ン と 、
ド レ イ ン に 前 記 ド レ イ ン ラ イ ン が 接 続 さ れ 、 ゲ ー ト に 前 記 ゲ ー ト ラ イ ン が 接 続 さ れ 、 前 記
ゲ ー ト 電 圧 に 応 じ て ス イ ッ チ ン グ し 、 前 記 ド レ イ ン ラ イ ン か ら の ビ デ オ 電 圧 を 液 晶 に 印 加
す る ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ と 、 前 記 ド レ イ ン ラ イ ン と 絶 縁 膜 を 介 し て 交 差 し て 配 置 さ
れ 、 補 助 容 量 電 圧 が 供 給 さ れ た 補 助 容 量 ラ イ ン と 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ の ソ ー
ス と 前 記 補 助 容 量 ラ イ ン の 間 に 接 続 さ れ た 補 助 容 量 と 、 を 備 え る 液 晶 表 示 装 置 の 検 査 方 法
に お い て 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ を オ ン さ せ る 前 記 ゲ ー ト 電 圧 を 印 加 し た 状 態 で
、 前 記 ビ デ オ 電 圧 と 前 記 補 助 容 量 電 圧 の 差 の 絶 対 値 が 、 そ の 最 大 定 格 値 よ り 高 く な る 条 件
で 前 記 ビ デ オ 電 圧 及 び 前 記 補 助 容 量 電 圧 を 印 加 し 、 そ の 後 、 そ の 絶 対 値 が そ の 最 大 定 格 値
よ り 低 く な る 条 件 で 前 記 ビ デ オ 電 圧 及 び 前 記 補 助 容 量 電 圧 を 印 加 し 、 表 示 検 査 を 行 う こ と
を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 の 検 査 方 法 に よ れ ば 、 ユ ー ザ ー へ の 出 荷 後 の 経 時 変 化 に よ り 不 良
品 と な る も の を 、 出 荷 前 検 査 工 程 で ブ レ ー ク ダ ウ ン さ せ て 不 良 品 と 判 定 で き る よ う に な る
。 こ れ に よ り 、 ユ ー ザ ー へ の 出 荷 後 の 液 晶 表 示 装 置 に 不 良 が 発 生 す る の を 防 止 す る こ と が
可 能 に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 検 査 方 法 に つ い て 図 面 を 参 照 し な
が ら 説 明 す る 。 図 １ は こ の 液 晶 表 示 装 置 の 一 画 素 の 等 価 回 路 図 で あ る 。 液 晶 表 示 領 域 に こ
の 画 素 が 複 数 個 マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ビ デ オ 電 圧 Ｖ ｓ ｉ ｇ が 印 加 さ れ る ド レ イ ン ラ イ ン １ が 列 方 向 に 延 び 、 こ の ド レ イ ン ラ イ
ン １ と 層 間 絶 縁 膜 を 介 し て 交 差 し て 、 ゲ ー ト 電 圧 Ｖ ｇ が 印 加 さ れ る ゲ ー ト ラ イ ン ２ が 行 方
向 に 延 び て い る 。 ま た 、 ド レ イ ン ４ ｄ に ド レ イ ン ラ イ ン １ が 接 続 さ れ 、 ゲ ー ト ４ ｇ に ゲ ー
ト ラ イ ン ２ が 接 続 さ れ 、 ゲ ー ト 電 圧 Ｖ ｇ に 応 じ て ス イ ッ チ ン グ し 、 ド レ イ ン ラ イ ン １ か ら
の ビ デ オ 電 圧 Ｖ ｇ を 液 晶 ３ に 印 加 す る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ Ｔ Ｆ Ｔ ） か ら 成 る ス イ ッ チ ン グ
ト ラ ン ジ ス タ ４ が 設 け ら れ て い る 。 液 晶 ３ の 画 素 電 極 ５ は ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ ４ の
ソ ー ス ４ ｓ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 ド レ イ ン ラ イ ン １ と 層 間 絶 縁 膜 を 介 し て 交 差 し 、 補 助 容 量 電 圧 Ｖ ｓ ｃ が 供 給 さ れ
た 補 助 容 量 ラ イ ン ６ が ゲ ー ト ラ イ ン ２ と 平 行 に 延 び て い る 。 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ ４
の ソ ー ス ｓ と 補 助 容 量 ラ イ ン ６ の 間 に は 、 ビ デ オ 電 圧 Ｖ ｇ を 保 持 す る た め の 補 助 容 量 ７ が
接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ２ （ ａ ） は 補 助 容 量 ７ の 断 面 構 造 図 で あ る 。 ガ ラ ス 基 板 等 の 絶 縁 基 板 １ ０ 上 に バ ッ フ
ァ 絶 縁 膜 １ １ が 形 成 さ れ 、 こ の バ ッ フ ァ 絶 縁 膜 １ １ 上 に 、 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ ４ の
ソ ー ス ４ ｓ と 接 続 さ れ る か 、 あ る い は 一 体 化 さ れ た ポ リ シ リ コ ン 膜 １ ２ が 形 成 さ れ て い る
。 こ の ポ リ シ リ コ ン 膜 １ ２ を 覆 っ て 、 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ ４ と 兼 用 さ れ た ゲ ー ト 絶
縁 膜 １ ３ が 容 量 絶 縁 膜 と し て 形 成 さ れ て い る 。 こ の ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ３ を 間 に 挟 ん で 、 ポ リ
シ リ コ ン 膜 １ ２ と 対 向 す る 補 助 容 量 ラ イ ン ６ が ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ３ 上 に 配 置 さ れ て い る 。 ゲ
ー ト 絶 縁 膜 １ ３ は 例 え ば 、 ８ ０ ０ Å の Ｓ ｉ Ｏ ２ 膜 と ４ ０ ０ Å の Ｓ ｉ Ｎ 膜 の 積 層 膜 で あ る 。
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【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ２ （ ｂ ） は ド レ イ ン ラ イ ン １ と 補 助 容 量 ラ イ ン ６ の 交 差 点 付 近 の 断 面 構 造 図 で あ る 。
ガ ラ ス 基 板 等 の 絶 縁 基 板 １ ０ 上 に バ ッ フ ァ 絶 縁 膜 １ １ が 形 成 さ れ 、 こ の バ ッ フ ァ 絶 縁 膜 １
１ 上 に 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ３ を 介 し て 補 助 容 量 ラ イ ン ６ が 配 置 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の 補
助 容 量 ラ イ ン ６ を 覆 っ て 層 間 絶 縁 膜 １ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 層 間 絶 縁 膜 １ ５ は 例 え ば 、 ５
０ ０ ０ Å の Ｓ ｉ Ｏ ２ 膜 と １ ０ ０ ０ Å の Ｓ ｉ Ｎ 膜 の 積 層 膜 で あ る 。 こ の 層 間 絶 縁 膜 １ ５ 上 に
ド レ イ ン ラ イ ン １ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 次 に 、 こ の 液 晶 表 示 装 置 の 検 査 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ３ も し く は 層 間
絶 縁 膜 １ ５ の 中 に 異 物 １ ４ が 存 在 す る と 、 そ れ ら の 膜 が 薄 く な り 絶 縁 膜 耐 圧 が 局 所 的 に 低
い 箇 所 が 生 じ る （ 図 ２ 参 照 ） 。 す る と 、 実 使 用 時 の 条 件 で 駆 動 電 圧 を 印 加 し て 液 晶 の 表 示
検 査 を 行 っ て も 良 品 と な り 、 ユ ー ザ ー へ の 出 荷 後 に 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ３ や 層 間 絶 縁 膜 １ ５
の 経 時 変 化 に よ り 、 補 助 容 量 ７ や 、 ド レ イ ン ラ イ ン １ と 補 助 容 量 ラ イ ン ６ の 間 に リ ー ク や
シ ョ ー ト が 生 じ て 点 欠 陥 な ど の 表 示 不 良 を 招 く お そ れ が あ る 。 そ こ で 、 本 実 施 形 態 で は 、
ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ ４ を オ ン さ せ る ゲ ー ト 電 圧 Ｖ ｇ を 印 加 し た 状 態 で 、 ビ デ オ 電 圧
Ｖ ｓ ｉ ｇ と 補 助 容 量 電 圧 Ｖ ｓ ｃ の 差 の 絶 対 値 が 、 そ の 最 大 定 格 値 よ り 高 く な る 条 件 で 、 ビ
デ オ 電 圧 Ｖ ｓ ｉ ｇ 及 び 補 助 容 量 電 圧 Ｖ ｓ ｃ を 印 加 し 、 そ の 後 、 前 記 絶 対 値 が そ の 最 大 定 格
値 よ り 低 く な る 条 件 で ビ デ オ 電 圧 Ｖ ｓ ｉ ｇ 及 び 補 助 容 量 電 圧 Ｖ ｓ ｃ を 印 加 し て 液 晶 表 示 装
置 を 駆 動 し 、 そ の 表 示 検 査 を 行 う よ う に し た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 具 体 的 に は 、 最 大 定 格 値 を ８ Ｖ と す る と 、 ビ デ オ 電 圧 Ｖ ｓ ｉ ｇ と 補 助 容 量 電 圧 Ｖ ｓ ｃ の
差 の 絶 対 値 が ８ Ｖ よ り 大 き く 、 ２ ０ Ｖ よ り 小 さ く な る よ う に 設 定 す る 。 ２ ０ Ｖ よ り 小 さ く
す る の は 、 正 常 な 絶 縁 膜 に 過 大 な ス ト レ ス を 与 え な い た め で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 即 ち 、 ８ Ｖ ＜ |Ｖ ｓ ｉ ｇ － Ｖ ｓ ｃ |＜ ２ ０ Ｖ と い う 関 係 が 成 り 立 つ よ う に ビ デ オ 電 圧 Ｖ ｓ
ｉ ｇ 及 び 補 助 容 量 電 圧 Ｖ ｓ ｃ を 印 加 す る 。 こ れ に よ り 、 絶 縁 耐 圧 の 低 い 箇 所 の ゲ ー ト 絶 縁
膜 １ ３ や 層 間 絶 縁 膜 １ ５ は ブ レ ー ク ダ ウ ン す る 。 そ の 後 、 |Ｖ ｓ ｉ ｇ － Ｖ ｓ ｃ |＜ ８ Ｖ の 条
件 、 例 え ば 、 |Ｖ ｓ ｉ ｇ － Ｖ ｓ ｃ |＝ ５ Ｖ の 条 件 で ビ デ オ 電 圧 Ｖ ｓ ｉ ｇ 及 び 補 助 容 量 電 圧 Ｖ
ｓ ｃ を 印 加 し て 液 晶 表 示 装 置 を 駆 動 し 、 そ の 表 示 検 査 を 行 う 。 こ の 表 示 検 査 に よ り 、 絶 縁
膜 １ ３ や 層 間 絶 縁 膜 １ ５ が ブ レ ー ク ダ ウ ン さ れ た 液 晶 表 示 装 置 は 不 良 品 と 判 定 で き る 。 そ
の た め 、 ユ ー ザ ー へ の 出 荷 後 に 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ３ や 層 間 絶 縁 膜 １ ５ の 経 時 変 化 に よ り 、
補 助 容 量 ７ や 、 ド レ イ ン ラ イ ン １ と 補 助 容 量 ラ イ ン ６ の 間 に リ ー ク や シ ョ ー ト が 生 じ て 点
欠 陥 な ど の 表 示 不 良 を 招 く こ と が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 な お 、 表 示 検 査 は 定 格 外 電 圧 印 加 時 に も 行 っ て も よ い 。 即 ち 、 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス
タ ４ を オ ン さ せ る ゲ ー ト 電 圧 Ｖ ｇ を 印 加 し た 状 態 で 、 ビ デ オ 電 圧 Ｖ ｓ ｉ ｇ と 補 助 容 量 電 圧
Ｖ ｓ ｃ の 差 の 絶 対 値 が 、 そ の 最 大 定 格 値 よ り 高 く な る 条 件 で 、 ビ デ オ 電 圧 Ｖ ｓ ｉ ｇ 及 び 補
助 容 量 電 圧 Ｖ ｓ ｃ を 印 加 し て 、 そ の 表 示 検 査 を 行 う 。 表 示 検 査 を 定 格 外 電 圧 印 加 時 に も 行
う こ と で 、 ブ レ ー ク ダ ウ ン し な い ま で も 正 常 部 分 と の 容 量 差 が 表 示 の 差 と し て 認 識 さ れ る
場 合 に 、 そ の 液 晶 表 示 装 置 を 不 良 品 と 判 定 す る こ と が で き る 。 そ し て 、 そ の 後 、 定 格 電 圧
内 で 検 査 す る こ と で 、 ブ レ ー ク ダ ウ ン さ れ た 液 晶 表 示 装 置 は 不 良 品 と 判 定 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 検 査 方 法 に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 説
明 す る 。 図 ３ は こ の 液 晶 表 示 装 置 の 一 画 素 の 等 価 回 路 図 で あ る 。 図 ４ は 図 ３ の ス イ ッ チ ン
グ ト ラ ン ジ ス タ ４ の 断 面 構 造 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 ガ ラ ス 基 板 等 の 絶 縁 基 板 １ ０ 上 に バ ッ フ ァ 絶 縁 膜 １ １ が 形 成 さ れ 、
こ の バ ッ フ ァ 絶 縁 膜 １ １ 上 に 、 ポ リ シ リ コ ン 膜 が 形 成 さ れ 、 そ の 両 端 部 に ド レ イ ン ４ ｄ と
ソ ー ス ４ ｓ が 形 成 さ れ て い る 。 ド レ イ ン ４ ｄ と ソ ー ス ４ ｓ の 間 が チ ャ ネ ル ４ ｃ で あ る 。 こ
の ポ リ シ リ コ ン 膜 を 覆 っ て ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ３ 上
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に ゲ ー ト ラ イ ン ２ が ゲ ー ト 電 極 と し て 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 次 に 、 こ の 液 晶 表 示 装 置 の 検 査 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ３ の 中 に 異 物 １
４ が 存 在 す る と 、 そ れ ら の 膜 が 薄 く な り 絶 縁 膜 耐 圧 が 局 所 的 に 低 い 箇 所 が 生 じ る （ 図 ４ 参
照 ） 。 す る と 、 実 使 用 時 の 条 件 で 駆 動 電 圧 を 印 加 し て 液 晶 の 表 示 検 査 を 行 っ て も 良 品 と な
り 、 ユ ー ザ ー へ の 出 荷 後 に 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ３ の 経 時 変 化 に よ り 、 ゲ ー ト ら 電 極 と ソ ー ス
４ ｓ 又 は ド レ イ ン ４ ｄ の 間 に リ ー ク や シ ョ ー ト が 生 じ て 点 欠 陥 な ど の 表 示 不 良 を 招 く お そ
れ が あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ こ で 、 本 実 施 形 態 で は ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ ４ の ゲ ー ト ４ ｇ と ド レ イ ン ４ ｄ の 間
、 も し く は ゲ ー ト ４ ｇ と ソ ー ス ４ ｓ の 間 の ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ３ に 高 電 圧 を 加 え て 、 局 所 的 に
耐 圧 の 低 い ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ３ を ブ レ ー ク ダ ウ ン さ せ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 即 ち 、 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ ４ を オ ン さ せ る ゲ ー ト 電 圧 Ｖ ｇ （ Ｏ Ｎ ） を 印 加 し た 状
態 で 、 ゲ ー ト 電 圧 Ｖ ｇ （ Ｏ Ｎ ） と ビ デ オ 電 圧 Ｖ ｓ ｉ ｇ の 差 の 絶 対 値 が 、 そ の 最 大 定 格 値 よ
り 高 く な る 条 件 で 、 ゲ ー ト 電 圧 Ｖ ｇ （ Ｏ Ｎ ） 及 び ビ デ オ 電 圧 Ｖ ｓ ｉ ｇ を 印 加 し 、 そ の 後 、
前 記 絶 対 値 が そ の 最 大 定 格 値 よ り 低 く な る 条 件 で ゲ ー ト 電 圧 Ｖ ｇ （ Ｏ Ｎ ） 及 び ビ デ オ 電 圧
Ｖ ｓ ｉ ｇ を 印 加 し て 液 晶 表 示 装 置 を 駆 動 し 、 そ の 表 示 検 査 を 行 う よ う に し た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 具 体 的 に は 、 最 大 定 格 値 を １ ０ Ｖ と す る と 、 ゲ ー ト 電 圧 Ｖ ｇ （ Ｏ Ｎ ） と ビ デ オ 電 圧 Ｖ ｓ
ｉ ｇ の 差 の 絶 対 値 が １ ０ Ｖ よ り 大 き く 、 ２ ０ Ｖ よ り 小 さ く な る よ う に 設 定 す る 。 ２ ０ Ｖ よ
り 小 さ く す る の は 、 正 常 な 絶 縁 膜 に 過 大 な ス ト レ ス を 与 え な い た め で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 即 ち 、 １ ０ Ｖ ＜ |Ｖ ｇ （ Ｏ Ｎ ） － Ｖ ｓ ｉ ｇ |＜ ２ ０ Ｖ と い う 関 係 が 成 り 立 つ よ う に ゲ ー ト
電 圧 Ｖ ｇ （ Ｏ Ｎ ） 及 び ビ デ オ 電 圧 Ｖ ｓ ｉ ｇ を 印 加 す る 。 こ れ に よ り 、 絶 縁 耐 圧 の 低 い 箇 所
の ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ３ は ブ レ ー ク ダ ウ ン す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ の 後 、 |Ｖ ｇ （ Ｏ Ｎ ） － Ｖ ｓ ｉ ｇ |＜ １ ０ Ｖ の 条 件 、 例 え ば 、 |Ｖ ｇ （ Ｏ Ｎ ） － Ｖ ｓ ｉ
ｇ |＝ ５ Ｖ の 条 件 で ゲ ー ト 電 圧 Ｖ ｇ （ Ｏ Ｎ ） 及 び ビ デ オ 電 圧 Ｖ ｓ ｉ ｇ を 印 加 し て 液 晶 表 示
装 置 を 駆 動 し 、 そ の 表 示 検 査 を 行 う 。 こ の 表 示 検 査 に よ り 、 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ ４
の 絶 縁 膜 １ ３ が ブ レ ー ク ダ ウ ン さ れ た 液 晶 表 示 装 置 は 不 良 品 と 判 定 で き る 。 そ の た め 、 ユ
ー ザ ー へ の 出 荷 後 に 点 欠 陥 な ど の 表 示 不 良 を 招 く こ と が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 な お 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 ゲ ー ト 電 圧 Ｖ ｇ （ Ｏ Ｎ ） が 絶 縁 基 板 １ ０ 上 に 形 成 さ れ た 駆 動
回 路 ２ ０ か ら 供 給 さ れ る 場 合 に は 、 駆 動 回 路 ２ ０ を 構 成 し て い る Ｔ Ｆ Ｔ に 過 大 な ス ト レ ス
が 印 加 さ れ る の を 防 止 す る た め に 、 ゲ ー ト 電 圧 Ｖ ｇ （ Ｏ Ｎ ） ＜ ２ ０ Ｖ 　 と 設 定 す る こ と が
好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お 、 表 示 検 査 は 定 格 外 電 圧 印 加 時 に も 行 っ て も よ い 。 即 ち 、 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス
タ ４ を オ ン さ せ る ゲ ー ト 電 圧 Ｖ ｇ （ Ｏ Ｎ ） を 印 加 し た 状 態 で 、 ゲ ー ト 電 圧 Ｖ ｇ （ Ｏ Ｎ ） と
ビ デ オ 電 圧 Ｖ ｓ ｉ ｇ の 差 の 絶 対 値 が 、 そ の 最 大 定 格 値 よ り 高 く な る 条 件 で 、 ビ デ オ 電 圧 Ｖ
ｇ （ Ｏ Ｎ ） 及 び 補 助 容 量 電 圧 Ｖ ｓ ｉ ｇ を 印 加 し て 、 そ の 表 示 検 査 を 行 う 。 表 示 検 査 を 定 格
外 電 圧 印 加 時 に も 行 う こ と で 、 ブ レ ー ク ダ ウ ン し な い ま で も 正 常 部 分 と の 抵 抗 差 が 表 示 の
差 と し て 認 識 さ れ る 場 合 に 、 そ の 液 晶 表 示 装 置 を 不 良 品 と 判 定 す る こ と が で き る 。 そ し て
、 そ の 後 、 定 格 電 圧 内 で 検 査 す る こ と で 、 ブ レ ー ク ダ ウ ン さ れ た 液 晶 表 示 装 置 は 不 良 品 と
判 定 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 一 画 素 の 等 価 回 路 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 一 画 素 の 等 価 回 路 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 １ 　 ド レ イ ン ラ イ ン 　 　 　 ２ 　 ゲ ー ト ラ イ ン
　 ３ 　 液 晶 　 　 　 　 　 　 　 　 ４ 　 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ
４ ｄ 　 ド レ イ ン 　 　 　 　 　 ４ ｇ 　 ゲ ー ト
４ ｓ 　 ソ ー ス 　 　 　 　 　 　 ４ ｃ 　 チ ャ ネ ル
　 ５ 　 画 素 電 極 　 　 　 　 　 　 ６ 　 補 助 容 量 ラ イ ン 　 　 　 　 ７ 　 補 助 容 量
１ ０ 　 絶 縁 基 板 　 　 　 　 　 １ １ 　 バ ッ フ ァ 絶 縁 膜 　 　 　 １ ２ 　 ポ リ シ リ コ ン 膜
１ ３ 　 ゲ ー ト 絶 縁 膜 　 　 　 １ ４ 　 異 物 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ５ 　 層 間 絶 縁 膜

【 図 １ 】
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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摘要(译)

要解决的问题：为了防止在运送给用户后由于老化而在液晶显示装置中
发生缺陷。 SOLUTION：当最大额定值为8V时，视频电压Vsig与辅助电
容电压Vsc之间的差的绝对值设置为大于8V且小于20V。 即，施加视频
电压Vsig和辅助电容电压Vsc，从而建立8V ＜| Vsig-Vsc | ＜20V的关
系。 结果，低耐压下的栅极绝缘膜13和层间绝缘膜15击穿。 此后，通过
在| Vsig-Vsc | ＜8V，例如| Vsig-Vsc | ＝ 5V的条件下施加视频电压Vsig
和辅助电容电压Vsc来驱动液晶显示装置，并进行显示检查。 [选型图]图
1
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